



























　　韓：이미	 접시가	 깨져	 있었어요.	









　　韓：달력에	 이번	 달	 예정이
　　　　tallyeok-e  ipeon  tal  yeceong-i





































































































































（iii） 　 하 다 hata  動 詞3） の 語 尾 を -되 다 /toyta/, 
-당하다	/tanghata/, -받다/patta/ に変える

























































































不完結 完結 不完結 完結
（自動詞）シテイル ① 電気がついています 5 0 0 0 0
② 壁に絵がかかっている 4 0 0 0 1
③ かばんが開いていますよ 4 1 0 0 0
④ そのいす，壊れてるよ 0 5 0 0 0
シテアル⑤ （セロテープは）引き出しにしまってあるよ 2 0 0 0 3
⑥ 机の上にメモが置いてあった 0 0 4 0 1
⑦ カレンダーに今月の予定が書いてあります 0 0 5 0 0
⑧ 窓が開けてあった 5 0 0 0 0
サレテイル
⑨ 並木道は「定禅寺通り」と呼ばれている 0 0 1 3 1
⑩ 日本の車は世界中に輸出されている 0 0 5 0 0
⑪ 皿が割られていました 5 0 0 0 0
⑫ 三の丸は土塁と水堀に囲まれていた 0 0 5 0 0
⑬ 正面の棚に人形が飾られていた 0 0 5 0 0
⑭ 交番に町の地図が貼られています 0 0 5 0 0
⑮ ダンボールに子猫が捨てられていた 0 0 5 0 0
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（10）　이미	 접시가	 깨져	 있었어요.	







（12）　달력에	 이번	 달	 예정이
　　　tallyeok-e  ipeon  tal  yeceong-i


















不完結 不完結 完結 不完結 完結 不完結 不完結
シテイル（自動詞）① 電気がついています 0 5 0 0 0 0 0 0
② 壁に絵がかかっている 0 4 0 0 0 0 0 1
③ かばんが開いていますよ 0 5 0 0 0 0 0 0
④ そのいす，壊れてるよ 0 0 0 0 4 0 0 1
シテアル⑤ （セロテープは）引き出しにしまってあるよ 2 0 0 0 0 0 0 3
⑥ 机の上にメモが置いてあった 0 2 0 0 0 2 0 1
⑦ カレンダーに今月の予定が書いてあります 0 2 0 0 0 3 0 0
⑧ 窓が開けてあった 0 5 0 0 0 0 0 0
サレテイル
⑨ 並木道は「定禅寺通り」と呼ばれている 0 0 3 0 0 1 0 1
⑩ 日本の車は世界中に輸出されている 0 0 0 0 0 0 5 0
⑪ 皿が割られていました 0 0 0 5 0 0 0 0
⑫ 三の丸は土塁と水堀に囲まれていた 0 5 0 0 0 0 0 0
⑬ 正面の棚に人形が飾られていた 0 0 0 2 0 0 3 0
⑭ 交番に町の地図が貼られています 4 0 0 0 0 1 0 0


























































例文 ⑪ ④ ① ⑬ ⑦ ⑥ ⑧ ③ ② ⑭ ⑤
動作主の存在 + － － + （+） （+） （+） － － + （+）
状態変化 + + + ? － － － － － － －
出現 － － － － + － － － － － －
部分的変化 － － － － － － + + － － －






































　　　kapang  yeol- lye  iss-eoyo.
　　　かばん  開ける-i/hi/li/ki-ていますよ
　　　「かばんが開いていますよ」
（16）　벽에	 그림이	 걸려	 있다.








































（19）　달력에	 이번	 달	 예정이
　　　tallyeok-e  ipeon  tal  yeceong- i















































































38 8 7 7 5 11
14.8% 100% 21.1% 18.4％ 18.4％ 13.2％ 28.9%
シテアル
50 14 1 1 8 26
19.5% 100% 28.0％ 2.0％ 2.0％ 16％ 52%
自動詞のシテイル
169 33 10 4 64 58
65.8% 100% 19.5％ 5.9％ 2.4％ 37.9％ 34.3%
合計
257 55 18 12 77 95
100％ 100％ 21.4％ 7.0% 4.7% 30.0% 37.0%
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動構文が選択されている．選択された受動構文も接辞






　　　그의	 교실	 책상	 위에는	 한동안
　　　keuui  kyosil  chaeksang  wieneun  hantong-an







　　　사람	 그림자는	 보이지	않고	 하나같이
　　　salam  keulimcaneun  poici  anhko  hanakat-i
















　　　그래서	 이런	 집들이	 그대로
　　　keulaeseo  ileon  cipteul-i  keutaelo



































8 7 7 5 11 38






14 1 1 8 26 50
28% 2% 2% 16% 52% 100%
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副島 健作・人為的事態の結果の「好まれる言い回し」
　　　이	 수첩을	 펼쳐	 보니까,	
　　　i  sucheop-eul  pyeolchyeo  ponikka,
　　　この  手帳を  広げて  みると
　　　이것	 봐,	 여기에	 ‘사자탈’	 이라고
　　　ikeos  pwa,  yeokie  ‘sacatal’  ilako






　　　침대	 곁에는	 여행	 가방이
　　　chimtae  kyeot-eneun  yeohaeng  kapang-i
　　　ベッド  そばには  旅行  かばんが
　　　그대로	 놓였고,		 하얀	 코트가
　　　keutaelo  noh-i-eossko,  hayan  koteuka








　　　라디오가	 켜진	 채였고,	 와이퍼에는





















































32 10 4 64 58 169
20.1% 6.3% 2.5% 37.9% 34.3% 100%
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　　　제	 방	 위쪽의	 작은	 창문이
　　　ce  pang  wiccok-ui  cak-eun  hangmun-i
　　　私の  部屋  上側の  小さな  窓が
　　　열려	 있었기에	 그곳을	 통하여








　　　구석	 쪽에	 지붕이	 달린	 게임
　　　kuseok  ccok-e  cipung-i  tal-li-n  keim
　　　隅  方に  屋根が  ついた  ゲーム
　　　코너가	 있고	 어린이용	 게임기
　　　koneoka  issko  eolin-iyong  keimki
　　　コーナーが  あって  子供用  ゲーム機
　　　몇	 대가	 놓여	 있었다.





　　　촛불은	 꺼지고	 거실	 전등도
　　　chospul-eun  kkeociko  keosil  ceonteungto



































11 8 0 3
11.6% 100% 72.7% 0％ 27.3％
シテアル
26 11 8 7
27.4% 100% 42.3％ 30.8％ 26.9％
自動詞のシテイル
58 10 23 25
61.1% 100% 17.2% 39.7％ 43.1％
合計
95 29 31 35















　　　–	시골	 이기는	 하지만	 그	 집에는
　　　sikol-ikineun  haciman  keu  cip-eneun 
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